








私たちの価値提供領域  CSR 報告書 2015

私たちは、さまざまな業種、業界の特性を理解し、お客様の環境やニーズの変化を捉え、お客様ごとに適したソリュー
ションを提供しています。充実した販売・サービス体制のもと、強みである画像領域や IT インフラ領域をベースに、
コミュニケーションやアプリケーション領域まで価値提供領域を広げ、お客様の経営課題や業務課題の解決に役⽴つ
商品・サービスをワンストップで提供しています。 

「人々の生活の質の向上」と「持続可能な
社会の実現」に積極的に貢献すること。
これが私たちの使命です。

私たちの価値提供領域はオフィスだけではありません。店舗や⼯場、診察室、教室など、オフィス以外のお客様の “現
場” にまで価値提供領域を拡⼤しています。また、スマート社会の実現に貢献するサービスの提供や安⼼・安全を実
現する街づくりの⽀援など、⼈々の⽣活の質の向上と持続可能な社会の実現に積極的に貢献しています。

画像領域
複合機（MFP）
プリンター

ITインフラ領域
IT/ネットワーク関連機器
ITサービス

プロダクションプリンティング領域
POD(プリント・オン・デマンド)
基幹プリンティングなど

コミュニケーション領域
PJS、RICOH UCS、
IWB、V&Dなど ワークプレイス領域

ワークプレイスデザインなど

アプリケーション領域
業種ソリューション、セキュリティなど

ビジネスプロセス領域
CIS、コンサルなど

スマート＆エネルギー領域
太陽光発電O&Mサービスなど

インダストリー領域
産業⽤カメラ、RFIDなど

オフィス

さまざまな業種のお客様の“現場”

価値提供領域の拡⼤
価値提供領域の拡⼤ 価値提供領域の拡⼤

ショールーム 教 室

店 舗 診 察 室

⼯ 場

経 理 ⼈ 事総 務 営 業 情報システム
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RFID：Radio Frequency Identification
PJS  ：Projection System 
UCS：Unified Communication System
IWB：Interactive White Board
V&D：Voice and Data
CIS  ：Customer Innovation Support Service
O&M：Operation and Maintenance

⽤カメメララ、、

価値提供領域の拡⼤





私たちの事業に対する姿勢 CSR 報告書 2015

販売
フォロー

RICOH Quality を実現する価値提供プロセスRICOH Quality を実現する価値提供プロセス

リコージャパン

請回収

運⽤
⽀援

メンテナンス
提案

廃 棄ニーズ
把握

提 案 納 品 稼 動

C E

営業

ＳＥ

業務

品質・
安全性
確保

お客様が抱える
課題の明確化

最適ソリュー
ションの提供

信頼関係の
基盤づくり

提供したサポート
＆サービス満⾜度

お客様が抱えていた
課題解決状況

機器・システムの
課題解決状況

稼動時の⽇常活動 お客様状況の把握

RICOH Quality を具現化する
改善活動に反映

⽇常の営業活動
・情報セキュリティ提案
・コスト削減提案
・業務処理の効率化提案
・利便性提案
LiveOffice「ViCreA」や CIS での
社内実践事例紹介

etc.

お客様
起点の

モノづくり

基本品質を強化するための取り組み

すべての事業活動は、リコーウェイに
基づいています。
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CE：カスタマーエンジニア
SE：システムエンジニア

リコーグループは、いつの時代もお客様に信頼され、魅⼒ある企業グループであり続けたいと考
えています。そのために、リコーグループは全ての製品・サービスの提供と価値共創のプロセス
を通じて、お客様に、いつまでも安⼼・満⾜を感じていただくと共に、使い続けて感動していた
だく Quality を追求していきます。

「いつまでも安⼼・満⾜、使い続けて感動」

RICOH Quality

リコーグループは、これまで以上にお客様に安⼼してご利⽤いただける製品・サービスを提供す
ると共に、お客様が期待されている以上の価値を感じていただくことが重要であると考え、
RICOH Quality 宣⾔を発信いたしました。この思いの達成に向けて、リコーグループで働く全て
の⼈が共通の志のもとに、活動を展開していきます。

RICOH Quality 宣⾔

RICOH Quality 向上への取り組み

基本品質を強化するための取り組み 
①法規制遵守の徹底と、社内独⾃基準による「製品責任（安⼼・安全）」の追求継続
②多⾯的な「市場品質情報管理」、さらにグローバルでの品質情報管理の強化と、お客様の課
 題解決を⾏うソリューション品質保証プロセスの強化 

お客様感動を創出する取り組み
お客様の声を聞き、より深く理解して有⽤な価値を製品・サービスに織り込む活動



私たちの

お客様満⾜への取り組み

NetRICOH

Value Presentation

全国ネットの営業拠点ViCreA CIS

ペーパーレス会議

オンライン
ショッピング
OA消耗品などの
オフィス⽤品を

豊富な品ぞろえと
低価格でご提供

インターネットを
活⽤して経営や
業務の効率化を

サポート

ビジネス
⽀援サービス

リコー機器をさらに
快適に使えるオン

ラインのサポート&
サービス

R･サービス
プラス総合インターネットサービスです。

「お客様専⽤ページ」と「担当営業」のダブルサポー
トで、リコーにしかできない細やかな One to One 
サービスを提供しています。

お客様

提供する商品・ソリューション、そして販
売、サポート＆サービスまで、一貫して
お客様起点で取り組んでいます。

提供する商品・ソリューション、そして販
売、サポート＆サービスまで、一貫して
お客様起点で取り組んでいます。

提供する商品・ソリューション、そして販
売、サポート＆サービスまで、一貫して
お客様起点で取り組んでいます。

リコーグループが取り組んだ社内実践ノウハウや、お
客様とともに実現した数多くの課題解決事例を、セミ
ナーや展⽰でご紹介しています。

私たちのワークスタイル変⾰への
チャレンジをお客様にご体感いただ
く「LiveOffice」が『ViCreA』です。

最適なソリュー
ションを迅速に
提供いたします。

リコーグループのノウハウをもとに、お客様の経
営課題をともに解決するサービスです。セミナー
や⼯場⾒学により、実践事例をご紹介します。

お客様への価値の提供
さまざまなチャネルと地域密着型のワンストップ対応

全国
368

営業所

セミナー⾵景 ⼯場⾒学

展⽰会
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お客様満⾜（CS）向上の考え⽅

私たちとお客様との関係は、お客様が何に困り、何をしたいと思っているのか、私たちに何を期待してくださってい
るのか、お客様の声に⽿を傾け、しっかりと理解することから始まります。そして、お客様の⽴場になって考え、気づき、
真の課題を捉え、それを解決していくことで、お客様のその先のお客様にまで届く価値を創出していきたいと考えて
います。
私たちはお客様に対して、商品やサービスをご提供するだけではなく、継続的なサポートや改善提案により「いつま
でも安⼼・満⾜、使い続けて感動」を実感していただくことを⽬指しています。 

お客様接点お
商品 ・サービスを
ご購⼊いただく

【営業活動】

点

● ⼿配
● 購買
● 物流
● 設置・設定

● サポート＆サービス
● コンサルティング
● アウトソーシング

● 売上
● 請求
● 回収

●コールサービス
●Ｎｅｔサービス

● 提案
● ⾒積
● 契約

サービスを
ご提供する
【役務提供】

商品を
お届けする

【納品】

付加 価値を
ご提供する

【お客様サポート】
商品 ・サービスの
対価をいただく

【売上・請求回収】

お客様

「リコーを選んでよかった」とすべての
お客様に感じていただけるように、社
員⼀⼈ひとりがお客様のことを常に考
え、⾏動します。営業担当や保守サー
ビス担当、コールセンターのオペレー
ターなど、お客様との接点を担うもの
だけでなく、スタッフに⾄るまで、全
社員でお客様に向かい、その⼒を結集
することで、私たちはこれからもお客
様の課題解決に貢献していきます。



お客様からのお問い合わせ、ご意⾒・ご要望は社内の関連部⾨で共有し、機器の機能や操作性の改善、販売・サービス
活動の改善などに役⽴てています。

提供する商品・ソリューション、そして販
売、サポート＆サービスまで、一貫して
お客様起点で取り組んでいます。 導⼊後のサポート＆サービス

お客様起点の改善

導⼊後の安⼼・満⾜をお約束

お客様のアクセス情報は、各コールセンターで組織的に共有され、お客様の⽤件に応じ、スピーディな対応を実施い
たします。お客様の本来業務を⽌めることなく、機器の快適な使⽤をお約束いたします。

総合インターネットサービス
「NetRICOH」

⽬的別の各種センターで
お客様をサポート

カスタマー
エンジニア

営業
担当者

ソリューション
スペシャリスト

お 客 様

さまざまな職務担当者が⼀体となって
お客様をサポート

お客様の⼤切なデータを防御
データセンター

Internet

「@Remote」は、障害発⽣の未然
防⽌や消耗品の⾃動発注などが可
能になるサービスです。

お客様 お客様の声

営業担当者
カスタマーエンジニア
コールセンター
満⾜度調査

〈商品企画、設計、開発部⾨〉
●新機能の開発
●使いやすさの向上
●品質の向上

〈販売、サービス部⾨〉
●提供機能の向上
●プロセスの改善
●品質の向上

〈コールセンター〉
●FAQ の充実
●提供サービスの向上
●品質の向上

より良い商品・サービスのご提供

私たちのお客様満⾜への取り組み  CSR 報告書 2015

機器の 24 時間監視で円滑な業務遂⾏を⽀援
モニタリング＆コントロールセンター
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出⼒機器リモート管理サービス
「@Remote」

商品・販売・サービスへ反映

リコー製品の修理受付窓⼝
リコーテクニカルコールセンター

リコー製品の操作問い合わせ窓⼝
リコーお客様相談センター

トナー・⽤紙など消耗品のご注⽂受付窓⼝
リコーサプライ受注センター

IT 機器、ネットワークの障害対応受付窓⼝・ヘルプデスク
IT コンタクトセンター

お客様情報の運⽤・管理分析と提案
ICT マネジメントセンター

業務
スタッフ

システム
エンジニア





地球・社会の持続的な発展と自社の
成長を目指し、社会的責任経営を実践
しています。

リコーグループ CSR の考え⽅  CSR 報告書 2015

CSR の対象分野と活動概要

リコージャパンでは「リコーグループ CSR 憲章」に沿って、４つの重点分野を中⼼にさまざまな活動に取り組んで
います。

社会倫理に従って⾏動するとともに、
商品やサービスにおいて、つねに品質・
安全・情報セキュリティ・信頼性の向
上を追求し、より多くのステークホル
ダーの⽅々に安⼼・満⾜、そして感動
を提供することを⽬指しています。 省エネ、温暖化防⽌

省資源、リサイクル
汚染予防
⽣物多様性保全活動

⾏動規範の浸透、定着化 
情報セキュリティ
コンプライアンス、リスクマネジメント

事業活動における環境負荷削減と⽣物
多様性保全活動の両輪で環境経営をさ
らに強化し、環境保全と利益創出の同
時実現を⾏っています。

誠実な
企業活動

「次世代育成」「地球環境の保全」「コミュ
ニティの発展」を重点分野とした社会
貢献活動
ステークホルダーコミュニケーション
の実施

「良き企業市⺠」として、地域の⽂化や
習慣を尊重し、志を同じくする⼈々と
のパートナーシップのもと、会社と社
員が協⼒し合い、地球・環境・社会の
持続的発展に貢献します。

社会との
調和

ダイバーシティ推進
ワークライフ・マネジメント
安全、健康な職場づくり
⼈材開発

すべてのステークホルダーの⼈権を尊
重し、会社の発展と個⼈の幸福の⼀致
を⽬指します。社員⼀⼈ひとりが能⼒
を発揮してイキイキと働ける、安全か
つ快適な職場環境づくりを⽬指してい
ます。

⼈間尊重

環境との
調和

リコーグループは、サステナビリティの向上に総⼒を挙げて取り組んでいくため、新たな活動のスローガンを
「Driving Sustainability for Our Future.」と定めました。私たち企業がビジネスを通じて⽣み出す新しい価値の提供
により持続可能な社会の実現に貢献していく、という強い意志を込めています。
このスローガンの下、リコーグループは、サステナビリティの向上に積極的に取り組むことで事業成⻑を果たし、企
業価値を⾼め、ステークホルダーの皆様の期待に応え続けていきます。 

サステナビリティ活動（CSR・環境経営）推進のスローガン

Driving Sustainability for Our Future. 
持続可能な社会を、ビジネスの⼒で。
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シルバー⼈材へ就労機会の提供

特集 社会課題に 事業を
通じて向き合う

事業活動を通じて、持続可能な
社会づくりへの貢献に
取り組んでいます。

事業活動を通じて、持続可能な
社会づくりへの貢献に
取り組んでいます。

事業活動を通じて、持続可能な
社会づくりへの貢献に
取り組んでいます。

リコーグループは、社会的課題の解決と事業の成⻑の両⽴を⽬指す活動を成⻑戦略のひとつと位置づけ、2008 年以降、
取り組みを継続・強化しています。社会の課題を深く理解し、ステークホルダーと協働して活動することで、課題解
決のみならず、新たな市場・顧客の開拓や競争軸の創出を⽬指して、⾃社の技術や商品・サービス、⼈材などのリソー
スを活かしながら取り組んでいます。
また、こうした取り組みの⼟台として、社員⼀⼈ひとりが社会の課題に対する関⼼と感受性を⾼め、⾃らが課題解決
に取り組む組織⾵⼟の醸成を⽬指し活動しています。

全国のシルバー⼈材センターでは、⾼齢者が⾃らの能⼒や経験を活か
して働きたいというニーズに応え、登録された会員が⽣きがいを得る
とともに、地域社会の活性化に貢献する取り組みを推進しています。
そんな中、従来、事務職や IT 系技術職として勤務していた⽅々が定年
退職となり、新たな会員のニーズに対応する必要性も出てきました。
⼀⽅、リコージャパンが提供するパソコンやプリンターなどの IT 機器
は今や、ビジネスシーンの必需品となっており、業務を停滞させたく
ないユーザー事情に呼応し、⼟⽇祝⽇、年末年始、ゴールデンウィーク
などに集中して機器の⼊れ替えを実施することが多くなっています。
このようなお互いの課題を解決するため、リコージャパンは、東京都のシルバー⼈材センターを統括する「公益財団
法⼈東京しごと財団」と連携し、協業の仕組みづくりや依頼内容に対応できる会員の確保、作業⼿順書や作業後の検
証などにより、品質を担保できる仕組みを構築しました。これにより、技術的な仕事に従事していた⾼齢者の⽅々が、
これまでに培った技術スキルやノウハウを活かして⽣き⽣きと働ける機会を創出し、⾼齢化社会の活性化に貢献して
います。

プリンターの⼀括納品。セッティングで
は、それまでの豊富な経験を活かすこと
ができます

シルバー⼈材センターの仕事の多くは清掃 ・ 除草などです。 それまでの仕事とはかけ
離れていたため、 今までは社会から切り離されてきた感がありました。
今回は久しぶりに IT 業界の⽅と仕事ができ楽しかったです。 皆さんは年末の仕事
納めで 「明⽇から休める」 と思って “わくわく” したと思いますが、 我々はこの仕事
ができると思い “わくわく” していました。
元技術者は、 やはり PC のセットアップなどのような仕事が欲しいと思います。
⾃分の特技を活かせるような仕事があると、 ⽣き甲斐ができますね。 中央区シルバー⼈材センター（東京都）

会員の皆様
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●新たな市場・顧客の開拓

●新たな競争軸の創出

●新たなマーケティング⼿法の獲得

リコーの取り組むＣＳＶ
⾃社の強みやリソースを活かし、

「社会的課題の解決」と「事業の成⻑」の両⽴を⽬指す取り組み

事  業  の  成  長社 会 的 課 題 の 解 決

●⼈々の⽣活の質の向上

●持続可能な社会づくりへの貢献

※CSV：Creating Shared Value

※



















事業活動の環境負荷を、地球環境が
許容できる範囲に近づけることを目指し
て、環境保全活動を展開しています。

ガソリン使⽤量削減

社員⼀⼈ひとりが意識し、オフィスでの節電対策の実施や、営業活動でのエネルギー使⽤量削減といった、環境負荷
の低減に取り組んでいます。特に、東⽇本⼤震災以降に重点的に取り組んでいる事業所での節電・省エネ活動と、営
業⾞両の削減、軽⾞両化、カーシェアリングによるガソリン使⽤量の低減活動に⼒を⼊れています。また、事業拠点
の最適配置・事業運営コスト削減の視点での事業所統廃合も進め、これもエネルギー削減に寄与しています。

・夏季⼀⻫休暇の取得
・クールビズ、ウォームビズの実施
・消費電⼒の⾒える化システム（電⼒測定器導⼊）
・オフィス空調室温調整（夏季⽬安：28℃、冬季⽬安：20℃）
・オフィス内照明の間引き、不要な照明・広告塔の消灯
・OA 機器の必要最⼩限の稼動と、OA 機器、PC 省エネモード設定
・定時退社の推進（照明、OA 機器、PC 電源 ON 時間の設定）

省エネ・温暖化防⽌活動

営業⾞両のエコドライブ徹底
①ふんわりアクセル    
②加減速の少ない運転 
③早めのアクセルオフ
④エアコン使⽤を控えめに
⑤アイドリングストップ
⑥暖機運転は適切に
⑦道路交通情報の活⽤
⑧タイヤ空気圧のこまめなチェック
⑨不要な荷物は積まない
⑩違法駐⾞はしない

環境との調和 環境保全活動  CSR 報告書 2015

主な節電対策

専⾨トレーナーによる安全運転
（エコドライブ）講習実施⾵景

地球温暖化の原因となるＣＯ２の発⽣を削減するため、エコドライブ徹底
に加え、⼤都市圏では電動機付き⾃転⾞を導⼊しています。また、「低公害
⾞開発普及アクションプラン」に基づいた低公害⾞の導⼊、⾞両⼊れ替え
時の⼩型化（⼩型⾃動⾞→軽⾃動⾞）を積極的に推進しています。

リコーグループでは、国連の定める「世界環境デー」
の6⽉5⽇を、「RICOH GLOBAL ECO ACTION」として、
地球環境について考え、⾏動する⽇としています。
2006 年からスタートしたこの環境イベントは世界中
のリコーグループが参加していますが、リコージャパ
ンでは社員⼀⼈ひとりがそれぞれのエコアクション
を 考 え、こ れ を『エ コ 宣 ⾔』
としてデータベースに登録
し、それぞれの宣⾔を実践す
るようにしています。2014
年度は約 11,000 名が登録し
ました。

グローバル・エコアクション

世界環境デーに、意識啓発のためグリーンの物を⾝につけて
出社しました   
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（万ℓ）

ʻ11⇒ʻ12 年 : 8.5% 削減
ʻ12⇒ʻ13 年 : 3.4％ 削減
ʻ13⇒ʻ14 年 : 3.7％ 削減200
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地球環境を支えている多様な生き物の
営みが衰えつつあるという認識のもと、
生物多様性保全に取り組んでいます。

地球環境を支えている多様な生き物の地球環境を支えている多様な生き物の
営みが衰えつつあるという認識のもと、
生物多様性保全に取り組んでいます。り組り組

認認識
んん組組り組組
認

組組んんで組組んんで

⼈間社会は⽣物の多様性がもたらす恩恵を享受する⼀⽅で、社会からの排出物が、地球の再⽣能⼒をはるかに超える
環境負荷をかけ、このままでは⼈間社会の存続が危ぶまれます。私たちは地球の再⽣能⼒を維持し、⾼めて⾏くこと
も重要であるという認識のもと、2009 年 3 ⽉に制定された、「リコーグループ⽣物多様性⽅針」に基づき、さまざまな「⽣
物多様性保全活動」を展開しています。また会社も活動⽀援の⼀環として、交通費やボランティア保険の費⽤を負担
することで、環境ボランティア活動を⽀援しています。

社会は豊かな地球環境によって育まれ、その地球環境を⽀えている多様な⽣き物の営みが衰えつつあるという認識の
もとに⽣物多様性⽅針を掲げる。

私たちは⽣き物の営みによる恩恵を得、⽣物多様性に影響を与えながら事業活動を⾏っているという
事実を踏まえ、⽣物多様性への影響を削減するとともに、⽣物多様性保全に貢献する活動を積極的に
⾏う。

基 本 ⽅ 針

経営の課題1.

影響の把握
と 削 減

2.

進 め ⽅3.

技術開発の
促 進

4.

地 域 と の
連 携

5.

全員参加の
活 動

6.

環 の 拡 ⼤7.

8.

⽣物多様性保全を企業存続のための重要課題のひとつと捉え、環境経営に組み込む。

原材料調達を含む事業活動全体における⽣物多様性への影響の評価、把握、分析、数値⽬標化を⾏い、
その影響の継続的な削減に努める。

⽣物多様性と、事業の視点により、影響・効果の⾼い施策から優先して取り組む。

持続可能な社会の実現を⽬指して、⽣物資源を利⽤する技術開発、⽣態系の仕組みや⽣物の成り⽴ち
に学び、その知恵をいかした技術開発・⽣産プロセス⾰新を推進する。

世界に残る貴重な⽣態系と、事業を⾏う国・地域の⽣物多様性を保全する活動を、⾏政機関のみなら
ず、地域住⺠、NGO※などステークホルダーとともに持続可能な発展の視点をもって推進する。

経営者の率先した⾏動と全社的な啓発施策により、すべての社員の⽣物多様性への理解と認識を⾼め、
⾃主的な保全活動につなげる。

お客様、仕⼊先様、他の企業、NGO、国際組織などと連携した活動により、⽣物多様性についての情
報・知⾒・経験を共有し、⽣物多様性保全活動の環を拡げる。

⾃らの活動、成果の具体的内容を積極的に開⽰することにより社会の⽣物多様性保全活動の気運向上
に貢献する。

ここ4年で⾒ると毎年約2,000名以上が活動に参加しています。
リコーグループ全体で取り組んでいるこの活動は、地球環境の
保全に貢献する取り組みと認識しています。現在の活動状況な
どの棚卸しを⾏い、社員が参加しやすい企画を⽴てるとともに、
もっと社会に拡げていくためにも、お客様や地域の住⺠の皆様
と⼀緒になった活動を進めていきます。

※NGO：Non Governmental Organization（⾮政府組織）

リコーグループ⽣物多様性⽅針

活動実績

環境との調和

⽣物多様性保全活動
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コミュニケーション

参 加 者 推 移



地球環境を支えている多様な生き物の 環境との調和 ⽣物多様性保全活動  CSR 報告書 2015
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⾦勝⼭森林保全活動滋 賀

荒川クリーンエイド 川⼝市埼 ⽟ たまちボランティア活動デー東 京

⼩樽いのちの森植樹祭北海道

錦江湾クリーンアップ作戦⿅児島

リコーえなの森 森林保全活動岐 ⾩

海の中道 ビーチクリーンキャンペーン福 岡

樽前⼭麓国有林植樹活動北海道 猪苗代湖クリーンアクション福 島

秋の⿃取砂丘清掃⿃ 取

リコーの森 ⾃然林環境美化保全活動⼭ 梨

荒川クリーンエイド 墨⽥区東 京 静岡市⼤浜海岸の清掃静 岡リコー千葉の森 保全活動千 葉

紀の川⼀⻫清掃和歌⼭



顧客起点で発想し、高い目標に挑戦し
つづけ、チームワークを発揮して
イノベーションを起こし、高い倫理観
と誠実さを持って仕事に取り組みます。

顧客起点で発想し、高い目標に挑戦し
つづけ、チームワークを発揮して
イノベーションを起こし、高い倫理観
と誠実さを持って仕事に取り組みます。

顧客起点で発想し、高い目標に挑戦し
つづけ、チームワークを発揮して
イノベーションを起こし、高い倫理観
と誠実さを持って仕事に取り組みます。

リコーグループは、リコーウェイの三愛精神をもとに事業・仕事を通じて、⾃分、家族、顧客、関係者、社会のすべ
てを豊かにすることを⽬指しています。創業の精神である “三愛精神” と密接に結びついた「顧客起点」、「⾼い⽬標へ
の挑戦」、「チームワーク」、「イノベーション」、「倫理観と誠実さ」の価値観をもとに⾏動しています。

⼈間尊重

社員を⽀える仕組み

あるべき姿の達成に向けた組織および社員の活性化状況を把握し、より
良い会社になるための課題を発掘し、改善活動を促進するために社員意
識調査を定期的に⾏っています。（2015 年度からは隔年で実施する予定）
調査は個⼈を特定できないよう無記名で実施し、回答はすべて機密扱い
とし、結果を各部⾨にフィードバックしています。
その上で全社としての課題、部⾨としての課題に対しての改善アクショ
ンに取り組んでいます。この結果として、各部⾨での時間外労働の削減、
年休取得率向上など、⼀定の成果につながっています。

1. 社員の安全と健康を守る取り組み
・健康管理／産業保健体制 ・⾮喫煙化 ・総労働時間
 短縮／⻑時間労働者への健康障害防⽌ ・労務研修
・相談窓⼝の設置

2. 社員のモチベーションを⾼める取り組み ・RICOH JAPAN AWARD（全社表彰制度）

3. 多様性を尊重し、仕事と⽣活のバランス
  を保つ取り組み

・⼥性の活躍推進     ・障がい者雇⽤
・定年再雇⽤社員への対応 ・復職⽀援セミナー
・ファミリーデー     ・休暇制度

4. ⼈材を育成する取り組み ・新⼊社員合同研修 ・組織開発研修 ・T1 Grand-Prix

調査実施

結果を各部⾨へフィードバック

改善アクションの実施

改善効果

リコーウェイをもとにした私たちの主な取り組み
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リコーグループお客様

イノベーション（Innovation)
他に先駆けて変化を起こし、新たな価値を創造する

世の中に役に⽴つ新しい価値使⽤・経験

顧客満⾜

チームワーク（Teamwork)
互いを尊重、理解、切磋琢磨し、協⼒して⽬標を成し遂げる

リコーウェイ「私たちの価値観」

⾼い⽬標への挑戦
（Winning sprit）

ありたい姿、
あるべき姿を掲げ、

実現に向け
全⼒で取り組む

ニーズの進化・期待 顧客起点（Customer centric)
お客様の⽴場に⽴ち、お客様も気づいていない⼀歩先のニーズを⾒出す

倫理観と誠実さ（Ethics & integrity)常に誠実で、責任ある⾏動をする







⼭ 形秋 ⽥

東 京新 潟

リフレッシュ休暇制度

  

育児⽀援制度

リフレッシュ休暇をとりました！

東京⽀社 鈴⽊健弘さん

利⽤
実績

利⽤
実績

利⽤
実績

利⽤
実績

介護⽀援制度

・⼥性286名（ʼ14年度）
・男性 18 名（ʼ14年度）

・⼥性 1 名（ʼ14年度）
・男性 0 名（ʼ14年度）

・⼥性 1 名（ʼ14年度）
・男性 2 名（ʼ14年度）

育児休業  
 

育児短時間勤務 

介護休業

介護短時間勤務・⼥性380名（ʼ14年度）
・男性  4  名（ʼ14年度）

ワークライフ・マネジメント

復職⽀援セミナー

ファミリーデー（⼦ども参観⽇）
⽇々社員を⽀えるご家族に職場への理解を深めてもらい、また、職場
の同僚のご家族との交流を通じ、それぞれの社員に⼤事な家庭がある
ということを組織全体で再認識し、改めてワークライフ・マネジメン
トについて考えるきっかけにしてもらおうと、本社事業所で企画して
いる⼩・中学⽣対象の⼦ども参観⽇です。
2014 年度は全国事業所へ裾野が⾃然に広がりました。それぞれの地
域で⼯夫したイベントで、社員と家族と会社のつながりを感じられ、
⼀体感を共有できるよい機会になっています。

育児休業から復職する社員、復職して１年未満の社員およそ
100 名が参加し、全国 20 拠点を UCS を接続して中継しテレ
ビ会議として開催しました。仕事と家庭の両⽴についての講義
と先輩社員講話、復職後に利⽤できる制度説明を実施し、復職
後の不安軽減と前向きに仕事に取り組むための気持ちの切り替
えができる機会となりました。

全国 368 拠点、約２万名の社員に情報を伝えるために、電⼦社内報を利⽤し、
ダイバーシティ推進活動の情報発信をしています。多様な地域・職種で仕
事をする社員が多い中、ロールモデルとなる社員を紹介する『スイッチ
ON ！の瞬間』には毎回多くのアクセスがあり、共感やヒントを得ていると
いう社員のコメントが寄せられています。

【くるみん】

スイッチ ON ！の瞬間

迷った時こそ、

まずやってみる。

そして感謝の心が、

私の原動力。

全社員へのダイバーシティ推進活動の情報発信

⼈間尊重 ダイバーシティ推進とワークライフ・マネジメント  CSR 報告書 2015

⼀定の勤続年数を有する社員の⼼⾝のリフレッシュを図ることを⽬
的とし、｢特別休暇の付与と特別ボーナスの⽀給｣を⾏う制度です。
 対象：勤続10、15、20、25、30、35、40年の社員
 報奨：特別ボーナス10万円／毎回

勤続 10 年のリフレッシュ休暇
をいただき妻とタヒチへ。⼼
⾝ともにリフレッシュし、⽇
常の業務に戻っても楽しく前
向きに取り組むことができて
います。

コピー機ってどんな仕組み？

支社長ってどんな人？

どんなところで働いているの？
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復職⽀援セミナー⾵景

⼤ 阪

多様な個が活躍できる環境をつくり、
効率的な働き方で仕事と生活の双方の
充実を目指します。

福 岡



業務

リコーグループ育成⽅針に沿って育成環境を構築していく上で重要なことは、変化し続ける市場環境にあっても、そ
れに対応して成⻑し続けることができる、「強い育成⾵⼟を構築」することだと考えています。その軸は、「⾃ら育つ」
という成⻑意欲を醸成できる育成環境の整備と、「現場で育てる」という⾵⼟にしていくための、事業成果＋⼈材育
成の両軸でマネジメントできる組織職・次世代経営幹部の育成と考え、私たちはこれに沿った教育体系を構築してい
ます。

※教育体系図は、主なものだけを掲載しています。全コースは網羅されておりません。
※階層別教育の職位名やコース名は、⼀般的な表現に置き換えて掲載しています。
※SA はセールス、CE はカスタマーエンジニア、SE はシステムエンジニアの略です。

階層別教育 共通・節⽬
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⼈材育成の基本⽅針

⼈間尊重

⼈材開発

リコージャパンでは、2014 年度からスタートした国内リコーグループ合同開
催による研修にて、リコーグループパーソンの基本、ビジネスパーソンの基本
を新⼈全員が理解、習得していきます。特に、⼀⼈ひとりが⽇々の⾏動判断の
拠りどころとすべき根源的な指針、リコーウェイに関しては、さまざまなワー
クをもとに、 グループ共通の理念・価値観を深く理解・浸透させていきます。
合同研修後は、リコージャパン独⾃研修として、職種ごとに基礎スキルを習得
する 専⾨教育を実施しています。

新⼊社員合同研修

・挨拶や連絡・時間管理・敬語の使い⽅など、ビジネスの基本を習得することができました。
・研修中は、「⾃分から発信していくこと」を意識して活動したことにより、以前よりも積極性
 が⾝についたと思います。
・お客様（相⼿）のことを考えて⾏動することを実践したことによって、普段の⽣活の中でも
 ⾃分本位にならず、常に周囲に気を配る⾏動が出来るようになりました。
・失敗をしてもそのことを前向きに捉え、「失敗から学んだことをいかに次の活動に結びつけら
 れるか」という姿勢を⼤事にするようになりました。

新⼊社員合同研修を受講して
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変化し続ける市場環境に対応して一人
ひとりが自己成長できる環境を整備し
ています。

変化し続ける市場環境に対応して一人
ひとりが自己成長できる環境を整備し
ています。

変化し続ける市場環境に対応して一人
ひとりが自己成長できる環境を整備し
ています。



リコージャパンは、「組織と社員のエネルギーを⾼め、顧客接点⼒の強化を通じて、事業戦略の遂⾏を加速させるリー
ダーを育てる」ことを狙いとして、社内の組織職（マネージャー）を対象に「組織開発研修」を実施しています。「組織開発」
とは、会社を社会の変化に合った形でつくり変え続けること。そのためには、⾃⾝が気づき、⾃ら組織を変化させて
いくエネルギーを⾼めていくマネジメントが求められています。この研修には、組織・⼈が⾼いエネルギーを持って
働ける環境を創るためのヒントが隠されています。2014 年８⽉〜 2015 年 3 ⽉で、40 コース・1,816 名のマネージャー
が参加しました。

サービスのプロフェッショナル集団によるテクニカルスキルの競い合い

CE ⼀⼈ひとりの確かな知識と⾼い技術⼒が
“お客様のその先のお客様にまで届く価値を創出します”

参加したマネージャーの声
・部下それぞれの特性に応じたコミュニケーション、指導が必要だと感じた。
・組織のエネルギーを⾼めるためのマネジメントは⼤切であり、実践したい。
・部下に結果だけを求めていた。うまくいっていることを確認し、声を掛けることが⼤切だと思った。

武

⽂

T-1GP
全国⼤会

T-1GP
地域⼤会

卓越した技能の発揮
北海道･東北･関東･
⾸都圏･MA･中部･
関⻄･中国･九州

リコーサービス技術者検定試験コ サ ビス技術者検定試
⾼度な知識の保有

技
能

の
認

定

知
識

の
認

定

組織開発研修

⼈間尊重 ⼈材開発  CSR 報告書 2015

組織開発研修は、⾃⼰
紹介から始まります。
参加者約 50 名全員と
挨拶し、コミュニケー
ションのきっかけをつ
くります。

個 ⼈ と 組 織 の エ ネ ル
ギーを上げるために何
をすればよいのか、グ
ループ内で真剣な意⾒
交換が⾏われています。

研 修 で コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン を 図 っ た メ ン
バ ー へ「あ り が と う」
のメッセージを渡して、
お互いを称え合います。

「今後の好事例も共有し
ましょう」と固く約束
しました。

各グループから出たさ
まざまなアイデアは、
全員が共有できるよう
発表します。

「なるほど」「これはい
い」など、すぐにでも
組織へ展開できるもの
がたくさん出ています。
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年に 1 回、“技術” を誇れるプロ集団づくりに向け、⾼度な
知識と卓越した技術の “⽂武両道” で競い合う技術の祭典

「RICOH JAPAN T-1 Grand-Prix（GP）」を開催しています。
ご販売店を含む約 5,600 名の CE の中から、⾼度なテクニ
カルナレッジを持つ CE を選抜し、全国 9 地域にて地域⼤
会を開催しました。そして 2014 年度全国⼤会で各地域⼤会
の上位成績優秀者計 41 名にて、機器修復技術、報告技術、
提案技術を競い合いました。CE の優れたテクニカルスキル
を賞賛することが、技術⼒の醸成、CS、ES 向上につながっ
ています。

変化し続ける市場環境に対応して一人
ひとりが自己成長できる環境を整備し
ています。





紙アプリで⼦どもたちの思考⼒／創造⼒を養う

「紙アプリ」とはリコーの画像解析技術を応⽤して開発された “絵を描くこと” を楽しむレクリエーションソフトの総
称です。2014 年 8 ⽉ 8 ⽇〜 10 ⽇開催された、『2014 PC Conference』で、⼤妻⼥⼦⼤学社会情報学部 ⽣⽥ 茂
教授とリコー／リコージャパンは、共同で紙アプリの実践事例に関する講演、及びワークショップを⾏いました。
これは⼩学校での紙アプリの授業・展⽰会が⼤変好評であったため、この学会で共同にてご紹介いただくことになっ
たものです。
また、会場ではワークショップの参加者に実際に⾃分の描いた絵が動き出すという、命が吹き込まれるような感覚を
体感していただきました。
⽣⽥教授からは障がいを持つお⼦さんへの教育効果も期待できる
ことが紹介されています。現在、全国で展開しているリコー・サイ
エンスキャラバンのプログラムの⼀部として、また教育現場での
活⽤を今後も進めていきます。

どさんこ☆⼦ども全道サミット

2014 年 10 ⽉ 25 ⽇、北海道教育委員会の主催で全道 15 会場にて “いじめ”
をテーマに⼦どもたちが話し合う、『平成 26 年度どさんこ☆⼦ども全道サミッ
ト』が⾏われました。北海道事業本部では、道内 15 会場と海外（ブリュッセル）
を同時中継するための UCS※とプロジェクターを提供し、社員がスタッフと
して運営⽀援を⾏いました。当⽇は、全会場で約 470 名（学校関係者も合わ
せると 750 名）にのぼる⼩・中・⾼校⽣が参加し、各会場では「いじめられて
いる⼈の周りの⼈は何ができるか」をテーマに積極的なやりとりが⾏われま
した。

リコー・サイエンスキャラバン

⼦どもたちに科学の楽しさを体験してもらう「コピー機になってみよう！」や
「熱闘！紙バトラー」「激⾛！紙レーサー」などのプログラムを、全国で展開し
ています。2014 年度は「カラーコピーの秘密をさぐれ！」と「デジタルカメ
ラとあそぼう！」が新プログラムに加わりました。リピートの出展依頼に加え
て新規のご要望も多数あり、46 回の開催を通じて、延べ 24,042 名にのぼる
過去最⾼の参加がありました。
また、これらのプログラムには、延べ 697 名のリコーグループ各社の社員が、
運営スタッフとしてボランティア参加しました。

教育における地域連携活動の⼀層の推進と発展を図ることを⽬的として、「地域連
携プロジェクト」を主宰しています。この中で、リコーの「紙アプリ」やゼミの学
⽣が制作した教材を使って、「学校を美術館・博物館に変⾝！」させる活動を展開
しています。これは、⼦どもたちに⾃分の描いた絵が 3D の CG 画⾯の中で動き回
るという体験をしてもらうものです。
紙アプリはお絵かきの上⼿・下⼿に関係なく、⼦どもたちの積極的姿勢、想像⼒の
強化、⾔語活動の活発化などを図ることのできる新しい教育ツールとして、⾼く評
価しています。

社会との調和 社会貢献活動  CSR 報告書 2015

紙アプリの教育現場での活⽤について

※UCS：Unified Communication System

⼤妻⼥⼦⼤学社会情報学部
⽣⽥ 茂教授
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企業市民としての役割を自覚し、地域
社会の一員として、積極的にさまざまな
社会貢献活動を展開しています。









東北復興応援物産展 震災体験を伝える取り組み

東北地区社員の実体験に基づいて、教訓や次への備
えの情報を集めた⼩冊⼦「真の気づき・教訓」は、
2012 年の発⾏以来多くの⽅にご活⽤いただいていま
す。2014 年７⽉に、次への備えを加えた改訂版を発
⾏し、防災の⼤切さを伝えています。全国の⾃治体や
学校などでのセミナーは、累計 40 回以上を数えます。

リコーグループ各事業所で、被災３県の物産展を定期
的に開催しています。⼀部の地域では展⽰会へ来場
されたお客様に購⼊いただけるようにしました。
累計で 22 回開催し、総売り上げは 1 千万円以上にの
ぼります。2014 年度より売上⾦額の⼀部を被災３県
の震災遺児・孤児の基⾦へ寄付しています。

福島県相⾺市で活動している NPO 法⼈相⾺はらがま朝市クラブの復興⽀援センター MIRAI と
福島⼤学、リコージャパンが復興のための基礎データ（事業所状況）の把握をマッピング（地
図作り）で⽀援しました。東⽇本⼤震災で被災した相⾺市は、事業所や商店の開業状況の詳
細が不明な状態が続き、住⺠や市外から訪れる⽅々が困っていました。これを⽬に⾒える形
にするために、地図上に事業所・商店の開業状況をプロットし、さらに外観と内観の写真を
⾒て具体的にイメージしやすいようにしました。リコージャパンは⼈的⽀援と全天球カメラ
RICOH THETA（内観撮影）、デジタルカメラ（外観撮影）活⽤で⽀援しました。

社会との調和 復興⽀援活動  CSR 報告書 2015

相⾺市で全天球カメラを使ってマップ作り

仙台市で開催された国際的な防災イベントの運営を、リコーグループの技術⼒・商品⼒と現場での機動⼒でサポート
しました。本体会議が開催された仙台国際センターにはドキュメントサービスを提供。カラー複合機やカラーレーザー
プリンターをはじめ、環境調和型カラー複合機や BCP※対応のバッテリー搭載型プリンター複合機など、合わせて 70
台を設置。会期中はカスタマーエンジニアが会場に常駐して保守サポートを実施し、会議の円滑な運営に貢献しました。
また、同時開催されたパブリック・フォーラム「東北防災・復興パビリオン」には「RICOH Make A Wish デジタル
サイネージ」を提供。海外から国際会議に参加された⽅や家族連れ、学⽣など、来場した⽅々の防災や復興への思い
をサイネージで共有し、イベントを盛り上げました。

第 3 回国連防災世界会議に MICE 関連のソリューションを提供

また事業所・商店への訪問時に、事業主・商店主の⽅に被災についての事
業状況やご意⾒を伺うアンケートをとり、報告書にまとめました。この取
り組みのためのチラシ作成や、福島⼤学・⼤学⽣の ID カードを、リコー製
オンデマンドプリンティング・RICOH Pro C901S で出⼒⽀援しました。

千葉⽀社が⼊居するワールドビジネス
ガーデンで開催

震災体験メッセージセミナー

マッピングに参加した福島⼤⽣

全天球カメラを操作する学⽣
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事業を通じた復興⽀援

※MICE：Meeting Incentive Convention Exhibition/Event
※BCP：Business Continuity Plan

※

東日本大震災の風化を防ぐとともに、
事業の強みをいかして復興支援活動を継
続していきます。



CSR活動は⾃社のみで⾏うだけでなく、他の会社や社会にも拡げることで社会に⼤きな変⾰をもたらしま
す。私たちがお客様に伝え、拡げることで、その先のお客様にまで届く価値になります。
同様に、商品やソリューションを提供してお役⽴ちすることに加えて、私たちのビジネス活動で培ったノ
ウハウ、社内実践事例を広くお客様と共有し、価値提供へつなげることを⼼がけています。

LiveOffice 『ViCreA』（ヴィクレア）
ViCreA（ヴィクレア）は、私たちのワークスタイル変⾰へのチャレンジをご体感
いただく空間、「LiveOffice」です。社内実践事例のご紹介を通して、お客様の
価値創造へのお役⽴ちをさせていただきます。⾃ら実践した内容だからこそ、成
功事例はもちろんのこと、失敗談も含めた⽣のノウハウを、お客様に⾃信を持っ
てご提供することができると考えています。全国各地のViCreAで、お客様のご
来場をお待ちしています。

お客様

ViCreA
（全国 42拠点）
2015 年 6⽉現在

リコージャパンココココココココココココココージジジージージージージージージージージージージージージージージャャャャャャャャャャャャャャャャコココココリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ パパパパパパパパパパパパパパパパパンンンンンンンンンンンンンンンンンリコージャパン
実践事例

お客様の企業価値向上 ⾃社の企業価値向上

さらなる改善活動

お客様からのアドバイス
社員の気づき

お客様の実践⽀援 社内実践の取り組み

お客様への価値提供最適提案の実現

コスト
削減 ⼈材育成

活性化
事業継続
計画

出⼒環境
の最適化

セキュリティ
体質強化

定型管理
業務の
効率化

経営基盤
強化

売上拡⼤

ワーク
スタイル

変⾰

業務
プロセス

改⾰

報奨制度
の⾒直し

営業
提案⼒
の強化

契約書
管理業務
の⾒直し

情報
発信⼒
の強化

業績管理・
営業⾰新

打ち合わせ
会議の
効率化

会議
スタイルの
変⾰

戦略的
オフィス
構築

営業職
ワークスタ
イル変⾰

進化する
コミュニケーション
スタイル

他

他

他

他

お客様

コミュニケーションスペース

ユニバーサルレイアウト

V i C r e A ・ C I S で は、社内実践
事例を通してお客様の企業価値
向上へのお役立ちを行っています。

V i C r e A ・ C I S で は、社内実践
事例を通してお客様の企業価値
向上へのお役立ちを行っています。

V i C r e A ・ C I S で は、社内実践
事例を通してお客様の企業価値
向上へのお役立ちを行っています。

ご紹介

ViCreA・CIS
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『リコーが取り組む社内実践事例のご紹介』の詳細は  http://www.ricoh.co.jp/solution/rpp/index.html

きっかけ／お客様からのご相談 お客様が改善したいこと お客様にご紹介・ご提案したこと

■商品ありきではなく、リコーの
 実践事例をもとにした業務改善
 のアドバイスがほしい。

■リコーの改善事例がヒントに
 なると思うので、⼯場⾒学やベン
 チマーキングをさせてほしい。

お客様が認識されている課題

■⼯程改善（ムダの排除）… ⽣産リードタイム 20% 削減
■⽣産現場の QCD 可視化による問題点の顕在化が可能に
■物流プロセスの最適化   … 保管スペース 25% 削減

コンサル⽀援による効果 お客様の声

埼⽟
事業所

勝⽥
事業所

■課題解決のパートナーとして、トータル的な提案をして
 ほしい。
■今回の現場改善の結果を踏まえて上流部⾨を巻き込んで
 いくアプローチをしていきたい。

■複数拠点での 5 〜 6,000 点／⽇の
 部品受⼊れ状況をリアルタイムで
 把握したい。

■資材の⼊庫状況や⼯程の進捗を
 リアルタイムで把握したい。

部品調達の効率化

⽣産現場のＱＣＤの可視化 ■リコーインダストリー埼⽟事業所、
 勝⽥事業所へのベンチマーキング

■現場の QCD 可視化による⽣産性 
 向上をご提案

■職場診断実施と結果のご報告、併
 せて改善活動のご提案

■お客様の⼯場訪問と、製造管理部
 様のお困りごとなどをお伺い

お客様が抱える経営課題は、私たちリコーの経営課題でもありました。

リコーグループ各社が培ってきた社内実践ノウハウを、お客様の課題解決や企業
体質強化にご活⽤ください。16 の分野から、総計 69 件の実践事例をご紹介いた
します。

【社内実践事例⼀覧】

Customer Innovation Support service

お客様事例のご紹介

⾃ら考え
⾏動する

⼈材づくり

ムリ･ムラ･
ムダの徹底

排除

課題 No ページ お客様と共有できる課題 リコー実践事例

G-08 P48 人材育成の取り組み

G-09 P49 組織能力を最大限引き出す開発マネジメント力の強化

H-01 P51 グループ総合力を結集した超低コストもの作りへのチャレンジ

H-02 P52 グローバルに低コスト生産と供給出来る生産方式の確立

H-03 P53 全社改善で実現した『人にやさしいモノづくり』

H-04 P54 ５Ｓ活動による「正常」 「異常」が見える職場作り

H-05 P55 工程間同期化１コ流し生産を基軸とした生産効率化活動

生産

Ｐ50

H-06 P56 ＧＰＤ道場による改善活動の柱となる人材育成

H-07 P57 作業者の負担にならない実績収集の仕組みと見える化を実現するツールの開発と提供

H-08 P58 環境影響物質の使用量・排出量などの一元管理と可視化による環境影響物質の削減

資材

Ｐ6０

品質

Ｐ65

開発
設計

H-09 P59 生産性の向上を実現し、現場の改善活動を推進

I-01 P61 超低コストもの作りに向けたリコーの資材調達業務改革の取り組み

I-02 P62 サプライヤーとリコーグループ間の調達情報伝達リードタイムの短縮

I-03 P63 部品コスト低減、価格決定業務を効率化するコストテーブルの構築

I-04 P64 サプライヤーの環境マネジメント構築支援でパートナー関係強化

J-01 P66 リコーにおける品質向上の取り組み

J-02 P67 製品安全性の作り込みにおける改善活動の取り組み

リコーの資材調達業務改革の取り組み

生産現場の人材育成（GPD道場）

生産現場の見える化ツール

PRTR法への対応

生産性向上ツールの導入による工程の見える化

品質工学の活用推進③

生産現場改善実践活動

超低コストもの作りへのチャレンジ

グローバル化に対応するリコーもの作り改革実践

５S活動の取り組み

工程間同期化１コ流し生産

コストテーブルの構築

グリーン調達「グリーンパートナーシップ」

リコーにおける品質向上の取り組み

製品安全性の作り込み

J-03 P68 信頼性基盤技術開発の取り組みによる故障メカニズムの解明信頼性基盤技術開発の取り組み

開発マネジメント力の強化

サプライヤーとの情報共有のためのEDI構築

減

6０ I 03 P63 部品コスト低減、価格決定業務を効率化するコストテ ブルの構築コストテ ブルの構築

課題 No ページ お客様と共有できる課題

ＳＣＭ
構造改革

Ｐ28

E-01 P29 顧客満足度と利益創出の同時実現のためのグローバルなＳＣＭ構造改革活動

E-02 P30 在庫の可視化による、問題の発見と改善の仕組み作り

E-03 P31 サイクルタイム短縮による、在庫の極小化・品不足防止

E-04 P32 迅速な顧客仕様化とお届けによる、顧客満足度向上

E-05 P33 多品種少量化に対応した、生産の後工程化・効率化

F-01 P35  ビジネスのグローバル化への対応

F-02 P36 事業継続型ＩＴコストを削減し、新規投資に活用 併せて低コストを継続できる体質作りを推進IT
システム

Ｐ34

F-03 P37 クラウドを利用した共通インフラ基盤構築によるＩＴサービス提供の早期化を実現

F-04 P38 グリーンＩＴ・ＴＣＯ削減を推進するサーバ仮想化の取り組み

P39 ＩＴ活用による情報セキュリティ強化の取り組み

開発
設計

Ｐ４０

G-01 P41 試作機ゼロを目指すリコーの設計プロセス改革“作らずに創る”実現の5軸

G-02 P42 ３Ｄデータを最大限に活用し、新たな開発プロセスを革新

G-03 P43 情報伝達3倍アップ、付帯コスト3分の1を実現する設計変更・部品構成管理システムの構築

G-04 P44 部品点数を1/10以下にし、電子部品選定の効率化・調達コスト削減・在庫削減を実現

G-05 P45 年間約３億円のコストダウンを実現したメカ・メカトロ部品の集約・共通化

G-06 P46 全体最適視点での品質改善と市場品質予測

G-07 P47 要素技術開発段階での品質創りこみ

３D設計による設計プロセス改革

クラウド型ＩＴサービス基盤の構築

サーバ仮想化の取り組み

ＩＴ活用による情報セキュリティ強化の取り組み

リコーの設計プロセス改革"作らずに創る"実現の５軸

グローバルで実現したSCM構造改革活動

消費地で製品最終完成への取り組み

週次化による生販計画・生産供給サイクルの短縮と同期化

工場キッティングと顧客直送

グローバルＩＴガバナンス

事業継続型ＩＴコストの削減活動

電子部品認定制度と認定部品DB構築（ΣE）

メカ・メカトロ部品の集約（ΣM）

品質工学の活用推進①

品質工学の活用推進②

ＧＩＶ ( グローバル在庫可視化ツール）

設計変更・部品構成管理システム

F-05

品

Ｐ6

Ｐ6

E-

F-

F-IT
システム

Ｐ34

F-

F-

開発
設計

Ｐ４０

G-

G-

G-

G-

G-

G-

G-

F-

課題 No ページ お客様と共有できる課題 リコー実践事例

ＣＳＲ

Ｐ7

A-01 P8 社会からの信頼と企業価値創造を目指すＣＳＲ活動

A-02 P9 社会的課題の解決と企業の成長の両立を目指す「価値創造ＣＳＲ」活動

A-03 P10  自社の技術や人材などのリソースを活かして活動領域を明確にした社会貢献活動

A-04 P11 「内部統制の強化」および「効果的・効率的なＳＯＸ法運用」を実践　

A-05 P12 “色覚の多様性”に配慮する全員参加のＣＳＲ活動の実施

A-06 P13 グローバル規模でＩＳＭＳ統一認証を取得！情報セキュリティ経営を目指したマネジメントを推進

A-07 P14 コンプライアンスの意識を徹底させるための取り組み

環境

Ｐ15

B-01 P16 ２０５０年長期環境負荷削減目標の達成に向けた具体的な活動

B-02 P17 生物多様性保全活動への具体的な取り組み

B-03 P18 オフィス・工場のエネルギー（電気・ガスなど）消費を体系的に可視化し、環境負荷を大きく改善

経営企画
広報

Ｐ19

C-01 P20 戦略の実行力を強化し、目標の達成度を高める戦略と目標のマネジメントシステム

C-02 P21 お客様への提供価値を反映したブランドメッセージの構築と訴求

C-03 P22 経営会議資料のペーペレス化による会議運営の効率化と審議資料に対するセキュリティの向上

総務
人事

Ｐ23

D-01 P24 キー人材育成プログラムや研修により社員一人ひとりが自らのキャリアを形成

D-02 P25 ダイバーシティ・マネジメントの実現に向けた取り組み

D-03 P26 e-ラーニングと集合研修の複合研修による効率的かつ効果的な人材教育

D-04 P27 グローバル市場で戦うことのできる経営幹部、および事業・技術のプロフェッショナルの育成

ブランドマネジメント

リコーの目指す環境経営

生物多様性保全活動

エネルギー消費の可視化と環境改善

BSCの考え方を活用した目標管理

リコーのＣＳＲの取り組み

カラーユニバーサルデザイン活動

社会貢献活動の取り組み

内部統制の取り組み

グループISMS認証取得の取り組み

コンプライアンス意識向上と定着着（ＣＳＲ-WeeK)

キヤリアデザイン

ダイバーシティ・マネジメント

e-ラーニングを活用した人材育成

グローバル人材育成

価値創造ＣＳＲの取り組み

ペーパーレス会議

Ａ社様 事業内容：計量器、医療機械、理科学機械、光学機械などの製造・販売

ご紹介 ViCreA・ CIS  CSR 報告書 2015私たちは、課題解決のためのさまざま
な 実践事例を、お客様と共有したい
と考えています。

リコーが取り組む

社内実践事例

のご紹介

リコーグループ社内実践事例カタログ 2015
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握したい。
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